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東日本大震災に起因する「玉造沖湖底隆起」について 

 

１．はじめに 
２０１１年３月１１日に発生した“東日本大震災”の後、行方市浜地先からかすみがう

ら市柏崎地先にかけて横ひき漁業を行った操業者から、「同地先の霞ヶ浦湖底が隆起して

いる箇所があり、漁網が湖底の泥を掻いてしまい、網を放棄した」との連絡が入ったため、

湖底状況調査を行いました。 

 
２．調査方法 
２０１１年４月７日に、調査船「おおとり」により湖底状況調査を行いました。高浜入

り南半分の中央部付近を北から南に、微速（1.8 ノット）で航行し、魚探・ＧＰＳ等を用

いて湖底の形状変化を目視で確認し、際だった形状変化については画像をデジタルカメラ

で記録しました。 

 
３．調査結果 
 行方市浜地先とかすみがうら市柏崎地先の中間点で、通常の湖底隆起とは異なる湖底隆

起を確認しました。通常の湖底隆起は緩やかに上昇して緩やかに低下するのに対し、今回

の特異な湖底隆起は断続的で激しい上下変動が見られ、その高低差は 40～50cm を示してい

ました（図―１、図―２参照）。この特異な湖底隆起の箇所は、上記の操業者情報と同様、

行方市浜地先とかすみがうら市柏崎地先の中間点に位置していました。 

 
４．まとめ 
通商産業省地質調査所（現 独立行政法人産業総合研究所）が 1980 年代に行った調査に

よると、行方市浜地先からかすみがうら市柏崎地先にかけての湖底状況は、泥（不透明層）

が広く分布しており、通常では不連続な湖底隆起は認められません（図―３参照）。今回の

大震災では、茨城県内水面水産試験場の敷地内で液状化と同時に、湖側に向かう地割れが

多数発生しました。今回の玉造沖の湖底隆起も、地震のエネルギーが湖底にまで及んだも

のと考えられ、その漁業に対する影響を注視する必要があります。 
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図－１．通常の湖底隆起（2011.4.7） 
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図―２．特異な湖底隆起（2011.4.7） 
 

 

図―3．霞ヶ浦湖底状況図 
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